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學
食
雜
誌
第
四
十
七
卷
第

A

號 

•

比
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
は
、
勞
働
階
級
の
生
活
不
安
を
徒
ら 

,

に
深
め
‘

る
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
海
上
輸
送
を
妨
碍
す
る
如
何
な 

''
'
.る
降
件
も
ボ
ル
ド
ー
市
の
勞
働
階
級
に

-と
：づ
て

.生
活
の
：蜇
从
な
脅
威
と

〒

.■ 

っ
：P

i

た
。

笫
七
八
：世

靼.を

通

じ

て

顏

發4

た

對

外

戰

爭

ル

、
.

：％

か
：る

妨

, ' 

■'

碍
M-

因
'

の
う
ち
で
も
特
に
重
.

袈
な
も
©

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

'

.

:■.第
十
八
世
紀
ゆ
入
っ
て
ボ
，ル
ド
丨
®-

勞

働

階：

級
を
襲
っ
：た

最

初0
,

生

活

，

V.

不
安
は
、實
に
ィ

^
パ

-ー
ア
繼
承
_
爭

0
勃
發
が
眞
接
，'0
原
因
で
^.
っ
.た
。:

.

.
輸

人^.
杜
絕
か
.

£>
.

食

糧

.は

極

齡
に
不
览
.

レ.、.
生
插
の
困
窮
.、は
ユ
 

'

十
'

レ
'.ヒ
ト 

歐

和
.

の
成
立
.

ま

で

續

い

：た
'の

で

あ

る-0
.

.

'

.'

,

し
か
，し
ィ
，ス
。ハ
ニ
ア
.繼
承
戰
银
の

.終
結
に
ょ
っ

.て
ボ
.
ル
：ド
ー
港

.は
'活
況 

を
'取
戾
し
た
？
そ
し
て
ォ

1

ス
十
リ
ア
繼
承
戰
爭
の

.勃
發
當
初
に
お
い
て
，
.
り
 

も
ボ
ル
ド
ー
港
咏
依
然
と
し
て
そ
の
繁
榮
を
持
續
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

し
か
し
ィ
ギ
リ
ス

©-
參
戰
に
ょ
っ
て
フ

/ラ
ソ
ス
沿
岸
の

.封
：鎖
が
斷
行
さ
れ 

て
以
來
、
ボ
ル
 

'ド
I
港
は
衰
退
を
餘
儀
な
く

ざ
れ
.た
0 

,も
.ク
と
も
ア
ー
.へ
'

ン
の
講
和
條
約
に
ょ
っ
.て
フ
ラ

ン
ス
の
西
印
度
領
有
が
確
認
さ
れ
た
時
、

• 

-
 

ボ
ル
■ド
ー
港
は
再
度
西
印
度
資
易
の
.j

大
中
心
と
じ
て

輝
か
し
い
繁
榮
.に
ハ
 

向
う
こ
，と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
P

 
^

 ̂

 ̂

.

'.
'/
.'
:

.

.

む
か
し
七
年
戰
爭
の
勃
發
を
契
機
と
し
て
ボ
ル
ド
ー
港
は
極
端
に
衰
退 

，
し
で
行
っ
た
0
特
に
ガ

I
デ
ル

I
プ
、

マ
ル
チ 
一一
I
ク
.の
陷
落
は
ボ

';
v
ド
■

 

丨
港
の
.賀
易
活
動
を
決
定
的
に
破
壤
.し
た
。
.商
人
階
級
は
多
く
倒
產
し
、

,」 

勞
锢
階
級
の
失
業
は

1
.
般
化
し
た
>
し
：か
.も
食
糧
の
不
足
ぼ
ボ
：ル
ド

.—
全
：.；
 

土
に
及
び
、
.生
活
の
不
安
を
一
層
深
刻
な
•も
の
と
し
た
の
.で
あ
っ
た
。

.

し
か
し
七
年
戰
爭
の
終
結
に
ょ
り
ボ
ル
ド
ー
港
は
非
常
な
繁
榮
期

.を
迎
：
 

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ボ
ル
ド
ー
港

'の
賀
易
額
.は
一
七
五
〇
年
の
一
一

.一一、

.1

九
五
、
' 

1

六
一
リ
ー
ヴ
ル
か
ら

、
.
一
 
七
：七
0年
に
.は1

.七
〇
、
八
.
ニ
八.、
.. 

j  
一一
 

■
三
三
リ

Iヴ
ル
に
達
し
た
。
又
年
々
ボ
ル
ド
ー
港
に
出
入
す
.る
大
小
の
■

 

船
は
三
百
隻
を
越
し
た
。
た
だ
し
こ
，の
未
曾
有
の
繁
榮
期
に
お

.いて
>
、

.
一
七
六
六
苹
と
、

_,
七
七
三
年
と
に
は
、
天
候
の
不
順
と
配
給
組
織
の
貧
.：

. 

、
、
 

彳

八

〇

(

七
八
ニ)

弱
と
の
た
汲
深
刻
な
食
糧
不
足
が
起
っ
て
い
る
。 

.

.

.

I

七

八

六

年

に

成

立

レ

た

：對
-英

協

約

淞

ボ

ル

.
ド

\1

港
の
發
展
を
.

層
確 

實
な
も
の
と
し
‘た
。

ボ
ル
ド
ー
湛
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
輸
出
さ
れ
る
葡
萄
酒 

の
量
は
增
加
し
、
：
一
七
八
六
年
の
.

四
.
八
：〇

卜

ソ

か

ら

、
'

:1

七
八
七
部
に
は 

1

擧

に
、

.

•-
-

ニ.
、

'

.

1
1
:
1
.

七
十
ン
，
に
V

達
し
た
”

こ
れ
に
ょ
り
ボ
ル
ド
ー
.市
の 

.

.

葡
萄
酒
商
が
獲
#'

す
る
利
益
は
絕
太
な
も
の
.

で
■

あ
っ
た
の
で
あ
る
。.

し
か
し
他
方
に
お
い
て
こ
の
協
約
は
ィ
•
ギ
リ
.
.スH

業
.製
品
の
フ
ラ
ン
ス 

市
場
進
出
を
容
暴
に
し
た
も
の
.

で
.

も
あ
っ
だ
0

ボ
ル
卞
'.
1

.

%

の
工
業
は
ィ
. 

へ
■'
や
リ

、
ス
X
業
の
敵
で
は
：な
く〈

結
局
に
ぉ

^
で
敗
.
退

を

餘

^

^

く

さ

れ

^
。 

V 

:

こ
•

の
.
た
•め
#:
働
階
敝
の
.

失
業
は
.

一
般
化
し
、
；
そ
の
取
活

ば

困

難

.な

も

のと
 

.

.な
づ
た
。

シ
か

も
一.
'七
.

八
八
年
の
不
作
は
勞
働
階
級
の
生
活
不
安
.を
一
層 

'
,
深
刻
な
も

Q
!

し
た
。'

こ
の
：時
期
に
顯
著
な
進
出
を
示
し
た
商
人
階
級
に 

.

■/
:

.

對
し
、
勞
敗
階
級
の
生
溃
は
ボ
ル
ド
'

1

市
に
ぉ
い
て
意
外
に
裏
慘
な
务
の 

V

で
'

あ
つ
-

た
の
で
あ
る
。

;

/
 

;.- 

.

.

勞
働
階
級
の
生
活
不
安
に
對
し
ボ
ル
ド
ー
市
當
局
は
そ
の
救
濟
策
に
腐 

.

心
し
た
。
.;

そ
し
て
こ
の
對
策
と
し
て
市
當
局
は
食
糧
の
無
料
配
給
.を
實
施 

. 

'

し
、
、又
公
安
の
，秩
序
を
亂
す
流
言
.の
流
布
を
取
歸
る
中
央
機
關
を
設
置
し 

'.
.

た
。
：
:

• 

-

'

:■

.

■
■

'

、

:

■
 

'他
方
市
民
も
亦
<

&

問
題
に
重
大
な
關
心
を
寄
.
せ
、

’

そ
.

の
解
決
の
た
め
. 

-■

に
.

義
勇
隊
.

を
-

組
織
す
る
程
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。
當
時
ボ
ル
ド
ー
市
に
.は 

か
か
る

種
類
の
義
勇
軍
が
.

十
三
.
.隊
も
結
'
成
•さ
れ
た
0

と
の
義
湧
隊
ゆ
隱
撢 

食
糧
の
摘
發
に
、
食
糧
の
、對
外
流
出
の
防
止
に
、、

。ハ
ン
商
人
の
持
っ
秤
の
.

:

.

.

検
査
に
從
事
し
、
食
糧
問
題
匁
公
正
な
解
決
の
た
め
に
努
力
し
た
の
で
あ 

'

づ
た
。
'

市
當
見
も
義
勇
隊
の
こ
.

の
橫
極
的
な
態
度
'
に
好
感
を
持
ち
、
食
糧 

W

格
の
監
視
を
實
行
し
ょ
ぅ
と
.

い
ぅ
際
に
義
勇
隊
.
の
風
助
を
求
め
た
。

か 

.

く
し
て
委
員
が
.

各
義
勇
隊
か
ら
選
出
さ
れ
、
直
ち
.に
取
締
活
動
を
開
始
し 

■

た
:0「
。ハ
ソ
.商
人
は
巨
•

犬

な

嘲

益

を
,^

め
っ
っ
あ
る」

0

し
か
し
委
員
の
か 

_

か
る
報
告
も
、
：市
當
局
に
對
し
眞
に

0
な
救
濟
策
を
樹
立
さ

せ
る
程
の

逍
カ
を
持
っ
>も
の
で
は
な
か
.ク
た
か
實
に
食
糧
問
題
の
解
決
は
結
局
に
お 

.い
X
一
 
七
九
〇
年
の
歡
作
に
ま
で
持
越
さ
れ
な
け
れ
找
な
ら
，な
か
っ
た
の
：
 

で
あ
る
。

-

1

七
，九
〇
年
に
一
旦
解
決
し
た
食
糧
問
題
は
、
革

命

政

府

が

ォ

ー

ス

ト

.

 

リ
ア
、
少

.ロ
シ
ア
に
對
し
宣
戰
し
た

1
七
九
，ニ
年
に
、
>

び
重
大
な
社
會 

問
題
と
な
っ
た
。
輸
入
食
糧
の
M

か
ら
事
態
は
ボ
ル
ド
ー
市
に
お
い
.て

.
:

 

意
外
に
急
.迫
し
て
來
た
。
.市
當
局
は
食
糧
不
足
の
緩
和
の
た
め
隣
接
諸
州
'

か
ら
必
要
な
食
糧
の
，調
達
を
企
圖
し
、
委
員
を
任
命
し
て
.派
遣
し
た
が
、''

 

.成
功
は
麂
束
な
か
っ
た
。
.現
に
僅
，か
に
ー
、
八
〇
〇
。フ
+
,
ッ

'ゾ
'.
ェ
ル
を
獲
得
'
ノ 

で
§
た
の
み
で
、
冲
論
こ
れ
が
ボ
ル
ドー

市
の
必
要
を
滿
た
し
得
る

^
の

.

で
'な
か
っ
た
こ
と
は
い
ぅ
ま
で
も
な
い
。
か
く
し
て
-ボ
ル
ド
ー
市
當
局
は

.

パ
.リ
の
难
命
政
府
.に
對
し
援
助
を
求
め
'た
が
、
容
易
に
中
央
の
救
濟
を
得 

る

.こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。

.

,

:

.し
か
も
璀
命
政
府
が

ィ
ギ
リ
ス
、

ィ
ス
ベ
，—
ア
に

對
し
：宣
戰
し
た

一
七
，

九
三
年
以
來
、
食
糧
の
不
足
は(

段

4
深
刻
.の
度
を
%
し
た
。
應
大
な
軍
'

 

隊
.の
維
持
の
た
め
食
糧
：の
徵
發
が
强
化
3'
れ

た

こ

と

は

、

ボ

ル

，ド

I
市

に

\:

 

.お

.け
る
食
糧
の
不
足
を
重
大
な
.段
階
に
追
込
ん
だ
：。
飢
え
た
市
民
は
市
役

.

.

所
に
殺
到
し
、
食
糧
を
求
め
て
暴
^
化
す
る
程
ま
で
.に
.事
.態
は
急
追
じ
て 

い
^
の
で
あ
つ
た
0.

 

: 

'

か
か
る
祺
態
に
直
面
し
.て
、ポ
ル
ド
ー
市
當
局
は
勿
論
パ
リ
の
.革
命
政
府 

に
援
助
を
求
め
た
。
し
か
.し
今
度
も
何
等
か
.救
濟
を
.得
w£

と
す
る
■出

來

.

.

 

な
か
っ
た
。
こ
れ
‘は
：市
當
局
.を
極
度
に
.狼
狽
：さ
せ
た
or

ハ
.ン
を
下
.さ
い
。

市
內
に
は
十
.ニ
离
も
©
人
が
.
'
.

い
る
の
.で
す
。
.
.
'

助
け
も

T:
さ

.い
。
.
.
.

見
捨
て
：な
'-

 

い
.で
下
さ
い」

。市
當
局
が
.熱
心
-に
援
助
を
懇
願
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
'' 

食
糨
の
不
足
は
ポ
ル
ド
f
市
に
お
い
て
：特
に
深
刻
だ
社
會
問
_風
と
な
.っ
て
\.
 

'い
た
の
で
あ
っ
た
。：
:-
-
:
.
.
ノ
.
5':
.
,
:
. 
.

■■
..
-:
•

‘
：

.と
に
か
.
.く.
.この
.ょ
ぅ
^

第
4

~
/\

世
^

の
ボ
ル
ド
.丨
K±

顔
.̂
,

と
.禽
遺

不
^

.

に
見
舞
わ
れ
て
い
た

，-
0
戰

举

に

ょ

る

海

上

；輸

送

の

-

_
识、必
要
方
食
糧
、

:

書
評
及
び
紹
介

,
•

.

■

を
务
く
海
外
^
求
め
て
，い
た
.ボ
ル
ド
！
に
お
け
る
貪
糧
不
足
の
重
大
な
厫 

因
で
あ
.つ
た
こ
.と
は
い
ぅ
.ま
ぺ
も
な
い
。
し
か
し
こ
の
食
糧
不
足
を
緩
和
. 

.す
，る
こ
と
に
對
し
て
君
主
政
府
も
革
命
政
府
も
全
く
積
極
性
を
缺
い
て
い 

た
。
現
實
に
お
い
て
、
困
難
な
と
の
%
態
は
、
平
和
の
到
來
に
ょ
る
海
上 

'
質
易
の
再
開
で
解
決
さ
れ
る
と
い
ぅ
經
過
を
迪
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

(

.渡邊：
國廣

)

.
:、シ
エ

。
ハI
ド

f
B
, •，
ク
ラ
フ
 

,

:
r

フ
ー
フ'ノ
ス
.の
經
濟
發

^
に
お
け
る
阻
止
的
要
因』

, 

(Shepard 

w
.

oloughl,

へ
 Re-tardativ

coFactors 
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e
v
e
l
o
p
m
e
n
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T
a
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k
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丨 

.

.

.

.
'

1

0

2丫

. 

.
,
. 

. 

■ 
.
■
:
.
•-
.

-

,

.

フ
ー
フ
ン
ス
■©
■
■經
濟
發
展
を

.

ヨ
1

ロ̂

パ

の

他
の
諸
國
の
そ
れ
と
比
較
し 

.
'て：も
、

1

八
七
.
0年
ま
で
は
決
し
て
遜
色
が
な
か
：っ
た
。
じ
か
しI

八
七 

〇
年
以
後
と
な
る
と
、
も
は
や
フ
ラ
ン
ス
の
經
濟
發
展
は
ヨ
r
-p-
-

ッ
。ハ
の 

:他
の

諸

國

.の

そ

れ
.と
對
比
が
.で
き
な
い
。
實
に
一
八
七
〇
年
を
契
機
と
し 

F

フ
ラ
ン
ス
の
經
濟
上
の
優
位
は
ヨ
ー
口
ッ
。ハ
の
.他
の
諸
國
に
ょ
づ
て
奪 

わ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
は
後
進
國
の
地
位
に
：轉
落
を
餘
儀
な
く
さ
れ
.て
し
ま
っ 

た
め
で
'あ
っ
東
。

.■■
,■
.■:
;
-丨

.

:■
'

.

こ
の
.こ
と
は
人
ロ

.
外
國
賀
易

.-
'土
業
生
產
に
起
.っ
た
重
大
な
變
化
か 

ら
容
易
に
察
知
で
自
る
に
.違
い
な
い
。
人
口
に
っ
い
て
み
れ
ば
、
第
十
九 

.世
紀
初
頭
の
フ
ラ
ン
ス
み
人
ロ
が
一
.
1/\
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
人
。
こ
れ
は 

ド
：イ
ツ
の
.人
口
と
.同
數
、
■'
.又
イ

ギ

リ

ス

，
の

人

口

の

.三
倍
.
0
.
し
か
し|

八
七 

〇
年
に
.は
フ
ラ
ノ
ス
.の
人
卩
！

11'

六
、

0
〇
〇
、
〇
〇
〇
人
に
對
し
、
ド
イ 

ツ
の
そ
れ
は
四一

、

〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
人
、
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
は
ニ
六
、

、

..

•

.八I 

.

(

七
八
三
.

)



.

3

田
f

雑

誌

第

四

ナ

セ

卷

第

七

號
 

> 

.

‘
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
人
で
あ
り
、

1

九
彐
〇
苹
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
人
ロ
四
一
、
.
.
 

■八
彐
五
、
〇
〇
〇
人
に
對
し
、
ド
イ
ツ
の
そ
.れ
は
六
四
、
四
/\
'
四
、
〇
〇
〇 

人
、
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
は
'四
四
、
七
九I

、
〇
〇
〇
人
と
な
っ
た
。
ド
；T 

•
 

ツ
や
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
顚
箸
な
人
卩
增
加
に
ょ
っ
て
、
こ
の
ょ
ぅ
に
苹 

. 乂
%|

八
七
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
は
第
十
九
世
結
初
頭
.の
人
ロ
上
集
位
.を
-
'
 

維
持
で
®
な
パ
な
っ
て
い
た
。
外
國
贸
易
に
っ
い
て
-は
、
フ
ラ
ン
ス
の
贸 

易
額
が
革
命
前
は
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
と
同
額
で
あ
っ
た
が
、
ナ
。ホ
レ
オ
シ 

戰
rf
-
の
末
期
に
は
半
減
し
、
他
方
イ
ギ
リ
ス
の
質
易
額
は
こ
の
時
期
に
三- 

倍
に
增
加
し
た
。

i

八
八
一
年
か
ら
一<

八
五
年
に
い
た
る
間
に
お
け
る 

フ
ラ
ン
ス
の
輸
出
額
が
一
九
一
三
牢
の
物
價
で
四
X
五
、
〇
〇
〇
、

0
0 

〇
ド
ル
f
で
あ
っ
た
の
：に
對
し
、.
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
はI

、
-
4

一
 

三
、

0

0
 

.
0
、
0
〇
〇
ド
ル
、，
パド
イ

ツ

の
そ
れ

は
五|

|

一

」

、
0

0

0
>
,
〇
〇
.〇
.ド
ル 

.で
あ
.
P
、/
又
.

f 

.九
，三
六
年
か
ら
一
九
三
/\
年
^

い
.だ
'る
間
に
お
い
て
'フ
ラ 

ン
ス
は1

九I

H
年
の
物
價
.で
.四
〇
九
.、
0

0

0、
0

0

0ド
.ル
を
輸
出 

し
て
い
た
の
に
對
し
、
イ
ギ
，リ
.
ス
'は
一
、
.一一.七
七
' 

0

0

0
.、
.

0

0◦
ド 

.
ル
を
、

ド
イ
ツ
、は
，
|
、
三
三
セ
、
〇
〇
〇
、：

〇
〇
〇
.ド
ル
を
：輸
出
し
て
い 

た
。
：
正
に
外
國
賀
易
：に
っ
い
て
‘も

フ
ー
ワ
シ
ス
»'
イ
ギ
リ
ズ
：や
ド
イ
ツ
の
た
：
.

.
め
に
第
十
^

世
紙
初
頭
'に
お
げ
-5
-
そ
の
镲
位
を
奪
わ
れ
て
し
を
っ
た
..の
で

.. 

1

0
 

,
ヱ
業
坐
庫
に
っ
い
て
も
、
第
十
九
：世
紀
初
頭
の
フ
チ
シ
ス
は
他
の 

«|
:

國
を
凌
駕
1>
て
い
た
が
、
：.
.し
：ふ
し
|
:八
：七
0
年
に
お
い
.て
は
垒
世
界
の 

■
エ
業
.生

產<?
>
;
1〇

，-
.三
パ
1:

.
し
イ
ギ
リ
ス
は
當
時
三 

一
•
八
パ
:1
セ
ン
ト
、
'
ド
:̂
ツ
.は
.一
三
‘
.ニ
>>
!
:「

>

セ
'
,ソ
ト
'で
あ
.づ
，た
。
.X |

汍
三
六
年
か
ら
；

I

九
ミ
八
年
に
い
yc
る
間
の
全, 

'世
界
の
エ
業
生
產
高
比
扣
い
て
ス
ラ
ソ
：ス'
.の
エ
業
.生
庫
；高
の
占
め
た
.割
合
：
.

 

が
四
.

• 

ニ
。ハ.
1
'セ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
へ
に
對
:1
.
、.
イ
ギ
リ
ス
の
，.そ
れ
は
九
* 

. 

T
1

パ
1
'セ
ン
ト
、
、;F
イ
ツ
，の
そ
れ
は
一
〇
ぃ
七
'。？

セ
：メ
ト
で
あ
る
。
第

-
.
 

十
丸
世
紀
'の
初
頭
に
優
位
を
誇
"っ
た
フ
ー
フ
.ン
ス
.の
：工
業
生
‘產
.は
.、
'：こ
の
.ょ

.
，
'
:

 

.
,5
.に
荜
く

,.
%
.
;
V
I
八
七
〇
年
に
は
イ

.ギ
リ
k
 

■
や
ド
イ
ッ
の
そ
.れ
の
俞
に
腫
倒

、

■

'

• — 

' 

八

ニ

.(

七
八
四)

•

さ
れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ

.
つ
た
。 

,

.

人
口
、•
外
國
贸
易

•

工
業
生
產
に
つ
い
て
み
て
も
、
と
に
か
く
こ
の
よ 

' 

.う
に
フ
ラ
ン
ス
は
、

一
八
七

0

年
以
後
に
お
い
て
イ
ギ
リ

ス
，.

や
ド
イ
ッ
の

' 

，た
め
に
そ
の
廋
位
を
奪
わ
れ
て
し
ま
つ
た
。

イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ッ
が

一
八 

七
〇
苹
以
降
に
お
い
て
示
し
た
急
造
な
經
濟
發
展
と
比
較
す
れ
ば
、

フ
ラ 

ン
ス
の
そ
れ
は
正
に
き
わ
め
て
微
々
た
る
も
の
で
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
は
趑 

、湾
的
に
後
進
國
の
地
位
に
轉
落
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
何
が
原
因
で
フ
ラ 

ン
ス
經
濟
は
こ
，の
よ
：う
な
停
滞
を
餘
儀
な
く

$

れ
た
の
か
。

フ
ラ
ン
ス
の

.
' 

し

：經
濟
發
展
に
お

.け
る
阻
止
的
要
因
は
何
か
。

:
1

國
に
扣
け
る
_

鸫
濟
の
發
展
が
.

そ
の
國
の
エ
業
化
の
裎
度
^

よ
つ
て
測

-

定
-

さ
れ
得
る
と
；す
れ
ば
、

フ
ラ
ン
.

ス
輕
濟
の
發
展
を
阻
止
.

し
た
要
因
は
/ '

•
 

こ
‘

の
國
の
.

エ
業
化
を
妨
碍
レ
た
諸
原
因
の
.

う

ち

に

こ

そ

求

め

£>
'

れ

な

け

れ
 

ば
な
ら
な
い
0

ン

1
:

九
ブ
三
年
に
な
ス
て
も
フ
7/
シ
ス
に
お
い
て
は
全
人
ロ 

に
比
較
し
農
業
汄
ロ
の
占
め
.

る
割
合
が
高
く
、
K

v

v 9

力
合
衆
國
の
ニ
十

.

ニ
'。ハ
ー
セ
ン
h

、

ド
イ
ッ
.の
—-

一
十
。ハ
ー
セ
シ
ト
、

イ
ギ
リ
ス
の
七
。ハ
ー

セ

:

ン
ト
に
對
し

.、
_ .

一.

f

十
六
.ぺ
ー
セ

X
:

ト
で
.、
依

然

と

;1
:

て
農
業
が
基
幹
庳
業 

:

.

で
あ
P
'
、
，
H

業
は
重
要
な
意

.味
：を
持
つ

.
て
い
な
.
か
つ
た
の
で
あ
る
。
む

.し

.

. 

'ろ
持
ち
'得
な

^

の
で
.

あ
り
、
そ
の
原
因
と
し
て
種
々
考
え
ら
れ
る
が
、

• 

V

諸
外
國
の
進
出
に
.

よ
る
外
國
市
場
の
喪
失
.

人
：ロ
.

の
..減

少

に

よ

る

國

內

市
 

-

;

場

，の

狹

瞌

ヰ
T

增

加

入

ロ

と

不

釣

合

い

、
な

天

然

資

源
.

•

'技

術

歌

良

に

.お
け 

.

る
立
後
#

が
特
.

に
强
諷
あ
れ
，な
け
れ
ば
な
ら
な
い
'

で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
，

. 

:

,

-:
:

に
工
業
化
の
規
模
©

.

大
小
を
經
濟
發
展
队
：尺
度
と
看
做
し
、

I

國
經
濟
の

,

後

進

性

を

低

度

の

エ

：業

化.に

求

め

る

場

合

、
：
.

エ
業
に
雇
傭
3

れ
る
勞
働
は 

.

'.
農
業
に
厘
傭
.

さ
.

れ
fe
.

,勞

働

よ

，
リ
：
も

生

.
産
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
そ
の
.前 

へ'.
:

提
.

に
あ
：る
C

と
^

い
う
ま
で
も
な
い

f
'
:

..

■-.
,
:-
'
と
に
か
ぐ
3:
業
：化
が
.
2マ
デ

ス

に

お

い

て

は

種

々

'
な

原

因

に

よ

つ

て

妨 

碍

；

れ;■
•
«到
底
ド
イ
ッ
ゃ
^
ギ
9 K

に
對
抗
ナ
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ

. 

た
。.，
.例
え
ば
.
.
モ
；.
1タ
ー
に
'っ
.い
.て
_
み
.て
，も
、
' 

,

I:.’

九
.〇
六
年
に
ド
イ
ツ
、
.イ

.ギ
リ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
八
、

三
，〇
〇
、
〇

0
〇
馬
力
、1

6
、

八
〇
〇
■、
〇

；
 

p

o
馬
力
の
モ
ー
タ
I

を
持
っ
て
い
た
の
に
對
し
、

フ
ラ
ン

ス
の
.持
つ
.そ 

れ
は
三
、
六
〇
0
、
〇
〇
Q
馬
力
p
b
:り
、.
か
な
り
•の
立
後
れ
と
い
，わ
な 

け
れ
ば
.な
ら
な
い
。「

そ
し
て
正
に
エ
業
'化
の
.
こ
の
立
後
れ
に
ょ
っ
て
フ
ラ 

ン
ス
は.經
濟
'的

，
に

.
ィ

ギ
:u
ス
や
ド
.ィ
ッ
に
屈
服
&
餘
儀
な
< 
さ

れ
X
し
ま
.
 

.つ
た
の
で
あ
.
.つ
た
。 

(

漉

邊

_

廣)

.:

.
第
.ニ
帝
政
下
.で
は
、
人

0
.の
郡

裏

.中
が
.顯
著
で
ぁ

0
、
：た
め
に
都
市

• 

人
ロ
ほ
膨
脹
.レ
た
。
特
に
.首
郡
。ハ
9
で
集
中
が
目
覺
し
ぐ
、
第

二

帝

政

に

: 

入
っ
て
：.五
1-
ぽ
.が
«
到
し
.た
。

十

八

世

：
細

の

增

加

は

，五

十

萬

に

も

滿

た

な

.

. 

か
っ
た
事
賞
と
.比
較
す
れ
ばr

注

H
す
.ベ
，
き

發

展

で
.ぁ
っ
た
。
第
二
帝
政
下

/ 

Q
V
M.然
佾
は
，十
.萬
'̂
過
ぎ
な
か
^

た
か
.ら
、

こ

ゐ

首

觀

の

人

ロ

が

第

ー

ー

帝

.

' 

政

宇

に.市
‘六
十

萬

人

に

達

，
し

得

&
の

は

、
*
に

地

方.の
轉

住

者

：に

負

ぅ
。

.：

. 

ノ
-首
都

パ

リ

に

は

，
、

箏

ニ

帝

政

睁

代

'を
通
.じ
七

各

地

，
か

、
ら

移

住

者

が

：
ぁ

っ

：

.

.た
。
例
え
.ぼ
.ク
ル
^
ズ
縣
め
轉
住
者
は
^
大
部
分
が
建
築
勞
働
者
と
し
て 

雇
傭
さ
れ
て
い
^
。
''
建
築
勞
働
者
と
しV

。

ハ
リ
-
に
出
^

ぎ
^
れ
く
習
慣
.
：

’

は
、.

ク
ル
ー

ズ
.鄕
で
早
く
か
ら
見
ら
れ
、
第：

一
一
帝
政
.下(

に

入

マ

て

こ

，
の

出 

橡
人
の
多
く
が
そ
の
ま
-̂
永

住

：
し

た

：
の

.で

ぁ
'つ

た
.°
建

築

勞

勤

者

と

し

て
 

。ハ
.リ
で
：獲
得
の
相
维
る
賃
：繋

、
 ̂

f

、
 

達
し
允
琪
實
ど
そ
福
：
ク
.ル
ー
ズ
：縣
‘
^
出
稼
人
ビ
パ
リ
'永
住
を
.決
.心
さ
：せ

た: 

原
因
で
ぁ
る
。
，常
時
ク
ル
ー
ズ
縣
の
農
業
、
工
業
の
各
勞
働
者
の
货
銀
は
、

篑
評
及
び
箱
介
-

.

'

 

' 

.

-
 

.

.

.

 

.

.

.
<•■
.
:
:
.

 

.

.
; 

.

.

... 

•..

、
，
 

...

.

.

.

.

.

.

.

. 

:
i
. 

.

.

•

'

 

•
. 

- 

•
.
•

そ
れ
：ぞ
れ

r
.
、
.:3
£三
，フ
.ラシ
、
.

v  
ニ
：、

8
7ラ
ン
に
週
ぎ
な
い
。

.

ォ
ーt

 

•
.サ
ォ
ー
ヌ
縣
の
場
合
、

ク
ル
ー
ズ
縣
と
違
つ
：て
、

X

 

9
に
出 

.稼
ぎ
に
行
^t

統
は
な
い
。
し
か
し
第
二
帝
政
卞
に
入
れ
ば
、
パ
y

に
お
：
.
 

け
S'
よ
p
,
い̂
賃
銀
を
期
：待
し
て
移
住
す
る
者
が
多
く
' 

j

A五
六
年
の
'
 

調
査
に
よ
.
れ
ば
.、
.過
去
五
年
間
.に
、
.
.そ
：
の
：人
口
は
、

こ
の
よ
ぅ
'な
移
住
者 

の
.た
.め

、
に

、

出

(

生
が
，部
亡
を
上
廻
つ
て
い
た

'に
、も
拘.わ
ら
ず
、
他
の
諸
縣 

と
此
較
し
て
最
大
の
.減
少
を
示
し
た
程
，
あ
つ
た
。

又

I

八
五
一
年
か
ら
.
 

■
I

八
七
一
一
牢
の
間
.で
は
パ
ォ
リ
ト
• 
f

p

ヌ
縣
.の
人
口
は
西
萬
四
千
人
，
 

.と
：い
ぅ
.顧
.著
^

減
少
：を
'示
し
た
。
.し
か
し
原
因
は
出
生
：を
上
週
る
死
亡
に 

で
は
な
く
'
移
住
者
に
あ
つ
た
。
.し
か
も
こ
の
^

住
者
の
大
部
分
が
；。ハ
9 

に
永
住
し
，

一一
 

•

，セ
ィ
ヌ
：

.ェ

.
マ
ル
ヌ
夥
の
場
合
、
富
裕
に
も
拘
わ
ら
ず
、
' よ
リ
高
.い
.
 

生
活
を
期
待
し
て
移
住
す
る
者
が
多
ぐ
、
第
ニ
帝
政
時
'代
を
-通
じ
て
四
萬
'
 

人
が
パ
リ
に
移
住
し

.た；
と

.

.

.

Q

た
め
勞
働
カ
.は
缺
乏
し
、
貴
銀
は
上
昇 

し
た
。
し
か
し
。ハ：
.リ
'の
食
銀
に
..は
及
ば
な
，
い
。
し
か
も
パ
リ

^
は
社
會
施
.
 

設
が
完
備
し
て
'
い
て
、
よ
0

安
定
し
た
生
活
が
可
能
.な
^

;
が
出
來
上
つ 

て
'い
た
。

.經
濟
的
に
豐
.か
.と
ば
い
え
、

セ

ィ

ヌ
'
エ•

マ
ル
ヌ
縣
の
勢
働
.
 

者
が
パ
リ
に
向
っ
た
の
は
當
然
セ
ぁ
づ
へ
た
。 

(

漉

邊

國

®

八

与

、(

七
八
五〉

r
ビ
，
.
.
ィ

ツ

卜

.，
H
.
•ピ

ソ

，
ク

ネ

イ

：

(
『

第

二

帝

暾

下
.
.に

お

け

る

パ

：リ
、に

對

す

る

移

住
.

1 :
.

一
 

Y 

. 

' 
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;

-
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■
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■
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